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今
年
も
小
雪
が
舞
う
寒

い
一
日

だ

っ
た
が
、
本
部
春
季
大
祭
は
、

網
走
大
教
会
に
ゆ
か
り
の
あ
る

「よ
う
ぼ
く
」
「信
者
」
５０
名
ほ
ど

で
参
拝
さ
せ
て
頂

い
た
。
皆
、
真

剣
に
お
つ
と
め
を
参
拝
さ
せ
て
頂

き
、
祭
典
講
話
に
耳
を
傾
け
感
銘

し
、
た
く
さ
ん
の
お
ぢ
ば
の
理

・

お
徳
を
各
教
会

・
家
庭
に
持
ち
帰

ら
せ
て
頂

い
た
。

ま
た
今
年
も
２５
日
夕
づ
と
め
前

に
、
布
教
部
主
催
の

「回
廊
拭
き

１
月
２６
日
、　
本
部
教
祖
殿
に

て
、
栗
沢
分
教
会
が
任
命
の
事
情

運
び
を
、
大
教
会
長
付
添
い
の
も

と
、
無
事
に
お
許
し
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
大
教
会
長
を
芯
に
東

礼
拝
場
に
て
、
か
ん
ろ
だ
い
を
拝

し
、
お
礼
づ
と
め
を
さ
せ
て
頂
き
、

教
祖
殿
、
祖
霊
殿
を
廻
り
、
教
祖
、

霊
様

へ
お
礼
の
参
拝
を
さ
せ
て
頂

い
た
。

・
奉
告
祭

３
月
３‐
日

午
前
１０
時

○
員
壁
正
教
会
長
　
略
歴

。
昭
和
４４
年
１１
月
１４
日
生
ま
れ

。
昭
和
６３
年
１
月
１０
日
お
さ
づ
け

の
理
拝
戴

ひ
の
き
し
ん
」
が
行
わ
れ
、
ひ
の

き
し
ん
を
通
し
て
徳
積
み
を
さ
せ

て
頂
い
た
。

・
平
成
３
年
３
月
１２
日
第
二
専
修

科
卒
業

・
平
成
３
年
７
月
１
日
教
人
登
録

。
平
成
１０
年
２
月
２０
日
教
会
長
資

格
検
定
合
格

・
平
成
２４
年
７
月
１
日
教
会
長
資

格
登
録

「立
教
硼
年
年
頭
会
議
」
が
１

月
１２
日
祭
典
後
よ
り
連
絡
会
に
引

き
続
き
１３
日
ま
で
開
催
。
冒
頭
に

大
教
会
長
よ
り
活
動
方
針
が
発
表

さ
れ
、
心
定
め
の
大
切
さ
を
お
話

し
頂

い
た
後
、
各
会
の
活
動
方
針

が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
３
年
後
の
創
立
１１０
周
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
発
表
さ
れ
、
実

行
委
員
長
か
ら
‐１０
周
年
に
向
け
て

の
思
い
が
伝
え
ら
れ
た
。

夕
づ
と
め
後
は
大
祭
の
直
会
が

行
わ
れ
、
美
味
し
い
鍋
を
頂
き
な

が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛
り
上

が
り
、
最
後
は
全
員
で

一進
め
網

走
」
を
熱
唱
し
た
。

翌
日
は
各
班
に
分
か
れ
て
、

衿

年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
と
Ш

周
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
ね

り
あ
い
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
や
疑
問
な
ど
を
交
換
し
合

っ

た
。
閉
会
は
大
教
会
長
を
芯
に
、

お
礼
づ
と
め
が
つ
と
め
ら
れ
終
了

し
た
。

【よ
う
き
会
通
信
】

《
立
教
１８２
年
度
、
よ
う
き
会

定
例
会
議
の
ご
案
内
》

・
参
加
対
象
者

各
地
区
よ
う
き
会
　
委
員
長

・

副
委
員
長

・
委
員
及
び
担
当
会

長

）

。
会
議
予
定

原
則
　
毎
月
１２
日
　
１４
時
３０
分

～
‐５
時
３０
分

但
し
、
１
月

（年
頭
会
議
開
催

の
為
）
１１
月

（御
巡
教
月
の
為
）
は
、

休
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


